
第
六
回 

是
川
縄
文
の
里
俳
句
大
会 

作
品
募
集
【
学
生
の
部
】 

八
戸
市
の
誇
る
縄
文
時
代
を
代
表
す
る
是
川
遺
跡
と
、
こ
の
遺
跡
を
育
ん
だ
是
川
地
域
の
四
季
の
自

然
な
ど
を
題
材
に
し
た
俳
句
大
会
を
実
施
し
ま
す
。 

 

◇
句 

題 
 

是
川
遺
跡
や
土
器
・
土
偶
な
ど
の
出
土
品
、
遺
跡
周
辺
の
自
然
な
ど
を
詠
ん
だ
句
、 

又
は
、
今
回
は
世
界
遺
産
登
録
が
見
込
ま
れ
る
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
に 

 
 

ち
な
ん
だ
句
と
す
る
。
（
春
夏
秋
冬
新
年
い
つ
の
季
語
で
も
） 

 

◇
投
句
受
付 

令
和
３
年
８
月
１
日
～
９
月
30
日 

 

◇
選 

者 
 

小
泉
靜
子
、
佐
々
木
雅
翔
、
高
橋
千
恵
、 

土
井
三
乙
、
三
ケ
森
青
雲
、
吉
田
千
嘉
子 

 

◇
投
句
方
法 

投
句
は
一
人
一
句
（
前
書
き
・
ル
ビ
な
し
） 

投
句
用
紙
・
は
が
き
等
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
是
川
縄
文
館
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
持
参
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

 

◇
規 

定 
 

【
学
生
の
部
】
青
森
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
に
住
ん
で
い
る
小
学
生
～
高
校
生 

学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
明
記
。 

作
品
は
、
新
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
投
句
料
は
無
料
で
す
。 

 

◇
表
彰
等 

 

11
月
28
日(

日)

午
前
10
時
30
分
か
ら
是
川
縄
文
館
内
で
行
い
ま
す
。 

【
一
般
の
部
】【
学
生
の
部
】
そ
れ
ぞ
れ
の
総
合
得
点
順
に
１
位
か
ら
５
位
（
八
戸
市
長
賞
・

八
戸
市
教
育
長
賞
・
八
戸
市
文
化
協
会
長
賞
・
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
理
事
長
賞
・
八
戸
縄

文
保
存
協
会
長
賞
）
を
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ほ
か
に
、
各
選
者
よ
り
天
位
の

方
に
色
紙
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
作
品
は
表
彰
式
に
あ
わ
せ
縄
文
館
内
に
掲
示
し
ま
す
。 

 

◇
主 

催 
 

八
戸
縄
文
保
存
協
会 

 

◇
協 

力 
 

八
戸
市
文
化
協
会 

◇
後 

援 
 

デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社
、
東
奥
日
報
社
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
、
八
戸
市
教
育
委
員
会 

 

◇
投
句
・
問
合
せ
先
〒
０
３
１
―
０
０
２
３
八
戸
市
大
字
是
川
字
横
山
１ 

是
川
縄
文
館
内 

八
戸
縄
文
保
存
協
会
事
務
局 

電
話
０
１
７
８
―
３
８
―
９
５
１
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
８
―
９
６
―
５
３
９
２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

キ
リ
ト
リ
線 

 

      

【学生の部】 作
品 

（
ふ
り
が
な
） 

氏 
 

名 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

性
別 

男
・
女 

 

学
校
名 

 

学
年 

①  

投 句 用 紙 


